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概要 
パッションフルーツの挿し木による苗木育成にお

いて、品種および挿し床用培地の種類が発根とその
後の生育に及ぼす影響について検討を行った。今回
の試験では‘サマークイン’、 ‘ルビースター’、‘フレ
デリック’の 3 品種を用いた。また挿し床培地とし
て、ピートモス、バーミキュライト、鹿沼土、川砂
を使用した。‘ルビースター’が、発根および出芽と
もに、用いた品種の中では最も良好であった。‘サ
マークイン’の発根率は‘ルビースター’に劣るが、出
芽率は同程度であった。また、バーミキュライトお
よび鹿沼土が発根および出芽が良好で、パッション
フルーツの挿し床培地として適していた。ピートモ
スは発根および出芽が、他の培地と比較して最も
劣っていたが、発根促進剤を処理することで、大き
く改善された。 
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１．はじめに 
原発停止による電力の供給不足から節電が叫ばれ、

つる性植物をネットに絡ませることにより、室内温
度の上昇を抑え、夏季のエアコン利用等の省エネ効
果が期待できるグリーンカーテンが普及してきてい
る。グリーンカーテンへの利用では、花卉類のアサ
ガオ、工芸作物の瓢箪、ヘチマ、野菜のゴーヤ等が
一般的であり、最近はパッションフルーツも利用さ
れるようになってきた。 
アサガオ以外は、一般的には苗木を市販店から購

入して栽培しているが、購入した苗木を 6 月に屋外
に定植すると、9 月頃まで生育が旺盛で、11 月には
落葉する。またパッションフルーツは授粉すれば、8  
月～ 11 月まで果実も収穫が出来る。しかし、他の
ものと比べ、苗木がまだ高価であり、パッションフ
ルーツの栽培期間は一般的に 3 ～ 4 年とされてい
るが、熱帯果樹ということで、最低気温が 5 ℃以下
になると枯れてしまうため、屋外で栽培する場合、
関東地方においては、毎年苗木を準備する必要があ
る。 
パッションフルーツの育苗には、実生法、挿し木

法、接ぎ木法が挙げられる。特に挿し木法は、実生
法 (種子繁殖) と違い、親木と同じ形質の個体を得
られ、そして、技術的に簡単で、少ない親木から一
度に多数の苗木を増殖することが可能である。また、
実生苗に比べて生育、開花、結実が早いという利点
があるので、パッションフルーツでは挿し木法が一
般的に行われている。 

そこでパッションフルーツの挿し木による苗木育
成において、品種および挿し床培地の種類が発根と
その後の生育に及ぼす影響について検討を行った。 

２．材料および方法 
 筑波大学農林技術センターの温室内でパッション
フルーツの挿し木および苗木育成を行った。葉色が
濃く、芽が 1 cm ほど出芽した、充実した新梢を 2 
～ 3 節ずつ切り、一番上の節の葉を半分程度残して、
他の葉やひげは全て切り落として挿し穂とし、4 月 
20 日に挿し木を行った。潅水は、小型ハウスを寒冷
沙で覆い、ミスト装置を取り付けたミストハウスで、
挿し木後～定植前まで 6 分 / 1 回を 5 回 / 1 日
行った( 図 1)。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

挿し穂        挿木後状況 
   (平成 24 年 4 月 20 日) 

 
図 1 . 挿し木直後の状態 (品種：サマークイン) 
 
 
 

 品種別比較試験では、‘サマークイン’ 、‘ルビース
ター’、‘フレデリック’の 3 品種を用いた。‘サマー
クイン’は、 酸味よりも甘味があり、受粉樹として
他の品種と相性が良く、‘ルビースター’は酸味が少
なく、甘味が強い。 ‘フレデリック’は甘味・酸味と
もに強い大実の品種である。挿し床用培地にはピー
トモスと鹿沼土を 2 : 1 で混合した培地を使用した。 
 挿し床培地の比較試験では、品種‘サマークイン’
を供試し、『ピートモス』、『バーミキュライト』、
『鹿沼土』、『川砂』の 4 培地の挿し床を用意し挿
し木を行った( 図 2 )。 
加えて両試験ともに、発根促進剤の処理に関する

試験も行なった。処理区ごとに 40 株を用いて、半
数の 20 株に発根促進剤の処理を実施した。発根促
進剤処理は、挿し木の際にオキシベロン粉剤((株)バ
イエル)を挿し穂基部に粉衣した。 
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図 2．挿し木後状況(培地別) 
 左上：川砂       右上：ピートモス 
 左下：バーミキュライト 右下：鹿沼土 
 
その後 8 月 3 日に発根状態の調査を行った後、不

織布ポット(J-master-T (側面遮根型)、口径 15 cm、
GUNZE) に鉢上げを行い、 9 月 3 日に温室内に定
植した。鉢上げ・定植には、園芸用培地『ソイルミッ
クス』(50 L 入り、N 180 mg / L - P 120 mg / L - K 220 
mg / L 、(株)サカタのタネ)と川砂を 2 : 1 で混合し
た培地を使用した( 図 3 )。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       鉢上げ                 定植後状況 
(平成 24 年 8 月 3 日)(平成 24 年 10 月 1 日) 
 
図 3．鉢上げ・定植後の状況(品種：サマークイン) 
 

 
 
 

３．結果 
 挿し木した苗の発根状態を、8 月 3 日に比較した
結果、発根状態の良好な苗木は‘ルビースター’が 
90 %、‘サマークイン’が 75 %、‘フレデリック’は 
70 %であった。発根促進剤の処理を行った場合、 
最も発根状態が良い品種は‘ルビースター’で 95 %で
あった。また‘フレデリック’は発根率が上昇して
90 %となり、太根が未処理区に比べ 20 %増加して
いた。しかし、‘サマークイン’には、発根促進剤の
効果は少なかった。 
次に鉢上げ・定植の際に出芽状態を調査した結果、

出芽の良好な苗木は‘ルビースター’並びに‘サマーク
イン’が 75 %、‘フレデリック’は 70 %であった。発
根促進剤の影響をみると、いずれの品種も処理をお
こなった場合、 ‘ルビースター’では 85 %、‘フレデ
リック’は 80 %、‘サマークイン’が 80 %となり、出
芽状態の良好な苗木の割合が 5～10%増加した。(図 
4 、表 1)。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4．品種の違いが挿し木苗の生育に及ぼす影響 

(鉢上げ前) 
左上：ルビースター 右上：サマークイン 
左下：フレデリック 

 
 
 
表 1．品種の違いが挿し木苗の状態に及ぼす影響 

            (2012 年 8 月 3 日) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Z 発根状態：良は太根が 5 本以上、不は 5 本以下の

もの 
Y出芽状態：良は芽が 0.5 cm 以上の出芽、不は芽が

0.5 cm 以下の出芽または芽の出芽がみ
られないもの 

 
 
 
 挿し床培地の比較を行なった結果、発根状態の良
好な苗木はバーミキュライトが 85 %で最も良く、
鹿沼土が 80 %、川砂が 60 %、ピートモスは 25 %
であった。また、発根促進剤の影響についてみると、
処理を行った場合、バーミキュライトで発根状態の
良好な苗木が 90 %と最も高くなった。そして、川砂
についても 65 %とわずかであるが発根率が増加し
た。しかし、ピートモスでは未処理区では発根状態
が良好な苗木が 25 %であったが、発根促進剤を粉
衣することで 45 %増加し、70 %となった。鹿沼土
では発根促進剤の影響は少なかった。 

良 不 枯死 良 不 枯死

サマークイン 75 20 5 75 25 0

ルビースター 95 0 5 90 5 5

フレデリック 90 10 0 70 25 5

サマークイン 80 15 5 75 25 0

ルビースター 85 10 5 75 20 5

フレデリック 80 20 0 70 25 5

発根促進剤処理 未処理

発根状態 Z ( ％ )

出芽状態 Y ( ％ )

次に鉢上げ時の出芽状態をみた結果、鹿沼土で 
85 %が出芽状態の良好な苗木であり、バーミキュラ
イトは 80 %、ピートモス並びに川砂が 65 %であっ
た。出芽状態の良好な苗木の割合は、発根促進剤処
理を行った場合、ピートモスが 95 %と未処理より
も 30 %も増加しており、バーミキュライトは 90 %
で 10 %、川砂が 70 %で 5 %、それぞれ増加した。
逆に鹿沼土のみ 5 %程度減っていた(表 2 、図 5)。 
 
表 2．挿し床培地の違いが挿し木苗の状態に及ぼす

影響 
            (201 2 年 8 月 3 日) 
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図 5．挿し床培地の違いが生育に及ぼす影響 
(鉢上げ前) 

左上：川砂     右上：バーミキュライト 
左下：ピートモス  右下：鹿沼土 

４．考察 
挿し木 3 ヶ月後の鉢上げの際に‘ルビースター’

は発根状態の良好な苗木は 90 %であったが、1 ヶ
月後、そのうち出芽状態の良好であったのは、少し
減少して 75 %であった。しかし、‘サマークイン’
では、発根状態の良好だった苗木は 75 %であり、‘ル
ビースター’よりも発根率は悪かったが、その後、枯
死や出芽状態が悪くなるなどの減耗は‘ルビース
ター’よりも少なく、発根した苗木全てで出芽が良好
であり、‘ルビースター’と同じく 75 %であった。今
回の試験では、挿し木～鉢上げ、定植まで遮光条件
下で育苗を行ったことから‘サマークイン’は他の品
種に比べて、弱光下でも出芽に影響をあまり受けな
い品種なのではないかと考えられた。 
 挿し床培地については、通気性並びに保水力が良
い培地が適していると考えられるが、今回の試験で
は、バーミキュライトが最も発根状態の良好だった
苗木の割合が高く、パッションフルーツの挿し木培
地として、最も適していると考えられた。また、ピー
トモスに関しても、発根促進剤を粉衣した場合、発
根の良好だった苗木の割合が大幅に改善することも
わかった。 
今回の試験では、品種によっても挿し穂の節間長

が異なっており、挿し穂の状態を完全に揃えること
が難しかったことから、原木の栽培条件についても
検討が必要であると考えられた。また、通常 6 月上
旬には鉢上げしなくてはならないところ、諸事情に
より、鉢上げが 8 月になってしまった。このことか
ら夏季の高温等が挿し木苗の状態に影響を及ぼした
と考えられた。 
今後は、挿し穂の条件を揃えて試験を行なうとと

もに、培地を数種類混合して、その混合比を変える
ことで、パッションフルーツの挿し木繁殖により適
する培地を検討することが必要であると考えている。 
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良 不 枯死 良 不 枯死

ピートモス 70 30 0 25 60 15

バーミキュライト 90 10 0 85 15 0

鹿沼土 75 15 10 80 20 0

川砂 65 35 0 60 40 0

ピートモス 95 5 0 65 20 15

バーミキュライト 90 10 0 80 20 0

鹿沼土 80 10 10 85 15 0

川砂 70 30 0 65 35 0

発根状態 
Z ( ％ )

出芽状態 
Y
 ( ％ )

発根促進剤処理 未処理
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図 5．挿し床培地の違いが生育に及ぼす影響 
(鉢上げ前) 
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は、バーミキュライトが最も発根状態の良好だった
苗木の割合が高く、パッションフルーツの挿し木培
地として、最も適していると考えられた。また、ピー
トモスに関しても、発根促進剤を粉衣した場合、発
根の良好だった苗木の割合が大幅に改善することも
わかった。 
今回の試験では、品種によっても挿し穂の節間長

が異なっており、挿し穂の状態を完全に揃えること
が難しかったことから、原木の栽培条件についても
検討が必要であると考えられた。また、通常 6 月上
旬には鉢上げしなくてはならないところ、諸事情に
より、鉢上げが 8 月になってしまった。このことか
ら夏季の高温等が挿し木苗の状態に影響を及ぼした
と考えられた。 
今後は、挿し穂の条件を揃えて試験を行なうとと

もに、培地を数種類混合して、その混合比を変える
ことで、パッションフルーツの挿し木繁殖により適
する培地を検討することが必要であると考えている。 

謝辞 
本試験を遂行するに際して、筑波大学生命環境

系・弦間 洋教授、菅谷純子准教授、筑波大学農林
技術センター技術室技術職員・伊藤 睦氏、吉田勝
弘氏、松岡瑞樹氏、筑波大学果樹研究室学生にご協
力をいただきました。ここに感謝の意を表します。 
 

参考文献 
米本仁巳 2009 ．熱帯果樹の栽培－完熟果をつ

くる・楽しむ 28 種－．農文協，東京． 102 
– 112 ． 

河崎佳寿夫 1985 ．果樹全書．特産果樹．農文

協，東京． 661 – 668． 
神田美知枝 2009 ．パッションフルーツが露地

で栽培できる．千葉県農林総合研究センター

試験研究成果． 
町田秀夫 1974 ．さし木のすべて．誠文堂新光社，

東京．2 – 13． 
小池洋男 2007．だれでもできる果樹の接ぎ木・さ

し木・とり木－上手な苗木のつくり方－．農文
協，東京．10 – 48． 

良 不 枯死 良 不 枯死

ピートモス 70 30 0 25 60 15

バーミキュライト 90 10 0 85 15 0

鹿沼土 75 15 10 80 20 0

川砂 65 35 0 60 40 0

ピートモス 95 5 0 65 20 15

バーミキュライト 90 10 0 80 20 0

鹿沼土 80 10 10 85 15 0

川砂 70 30 0 65 35 0

発根状態 
Z ( ％ )

出芽状態 
Y
 ( ％ )

発根促進剤処理 未処理
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福島第 1 原発からの放射性降下物（つくば周辺） 

 

渡邊 浩  

 筑波大学アイソトープ総合センター 

〒305-8577 茨城県つくば市天王台 1-1-1 

 

概要 

2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災によ
り東京電力福島第 1 原発が被災し、4 日後には原発
からの核分裂生成物（以下、放射性降下物と呼ぶ）
が茨城県南部に飛来降下した。本報告は、筑波大学
および筑波周辺の汚染された土壌、野菜、雑草、動
物、コケ等の核種分析と放射能濃度を測定したもの
である。 
 

キーワード 放射性降下物、原発事故 

１．はじめに 

筑波大学アイソトープ総合センターには環境モニ
タリングポストを屋外に 3 台設置している。原発事
故以前は 0.05 μSv/hr 前後の線量率を示していたが、
2011 年 3 月 15 日深夜 1 時を境に線量率が上昇し、
朝 7 時には 0.883 μSv/hr の高い線量率を示した。
線量率が上昇した原因を求める為に、9 時から第 2 
学群 E 棟（生命環境 RI）1 階屋上において移動型
サンプラーにより空気中の塵埃捕集を開始した。ま
たサンプリング中は NaI (Tl) シンチレーションサー
ベイメータを脇に置き、線量を監視しながら行った。
線量が最大になったのは 13 時 35 分、NaI (Tl) シ
ンチレーションサーベイメータが 0.81μSv/hrを表示
した。通常、NaI (Tl) シンチレーションサーベイメー
タは約 0.05 μSv/hr の値である。このように周辺の
線量が急激に高くなった現状をみると広範囲な汚染
に向かっていると思われた。放射能汚染の規模を知
るために、1）環境モニタリングポストの線量率の動
向、2）ダスト捕集による核種分析、3）路肩水溜り
の放射能濃度測定、4）野菜等の放射能濃度測定、5）
土壌の放射能濃度測定、6）猪肉の放射能濃度測定、
7）筑波大学構内ループ道路付近のコケの放射能濃度
測定を行うことにした。 

２．放射性降下物の測定方法 

原発からの放射性降下物は主に γ 線を放出する
131I（半減期日 8 日、364 kev）、132I(半減期 2.3 時
間、668 kev)、134Cs(半減期 2.06 年、605 kev)、 

137Cs(半減期 30.1 年、662 kev)である。これらの γ 
線放出核種を Ge (Li) 検出器を用いて測定する。 
測定器の外観を写真 1 に示す。バックグラウンド

を低減する為に鉛ブロック(10 cm×20 cm 厚み 5 
cm)23 個を使い、Ge (Li) 検出器（GMX-15190-P 型
EG & G ORTEC 社製）を囲んだ。Ge (Li) 検出器出
力を波高分析器（92X spectrum master EG&G ORTEC
社製）に接続し、得た信号をパーソナルコンピュー
タで処理する。 

 
Ge (Li))検出器の不調時に備え NaI (Tl) 検出器
（model ND-451F アロカ社製）を用意した。試料は
ポリスチレン樹脂製の U9 容器（50 ml,56 φ×39 
mm）に詰めて測定する。 

U9 容器を使用した時の Ge (Li) 検出器効率は 131I
が 2.80 ％、132I が 1.45 ％、134Cs が 1.61 ％、137Cs 
が 1.47 ％である。NaI (Tl) 検出器効率は 134Cs と 
137Cs の領域において 3.49 ％である。校正には 
152Eu 線源（1640 Bq）と塩化カリウム特級試薬を用
いた。測定時間は 2000 秒で行う。 

 

 

 

３．放射性降下物の測定結果 

1）環境モニタリングポストの線量率の動向 
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図1 環境モニタリングポストの線量率（μSv/hr)
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図 1 に 2011 年 3 月 15 日から 3 ヶ月間の環

境モニタリングポストの線量率を示す。モニタリン
グポストはアイソトープ総合センター建屋東側に設
置してある。モニタリングポスト検出部は NaI (Tl) 
検出器（温度保障型、アロカ社製）、24 時間連続監
視を行っている。2011 年 3 月 15 日 1 時までは

写真 1、Ge (Li) 検出器と遮蔽体 
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